
日本国憲法
The Constitution of Japan51103 漆畑　貴久 2 選択 2年後期

科目の概要
本講義は、日本国憲法の人権を中心に、憲法の基礎知識並びに憲法に関する基本的考え方を修得することを目指す。そのために、憲法が人権を保護しようとしている枠組み（権利章典）について把
握し、この人権を支えるための具体的な方策としての我が国の仕組み（統治機構）について学ぶ。このことを通して、憲法並びに法学の基礎を理解して、身に付けることを目的とする（ディプロ
マ・ポリシー②，④、及び⑥に相当する）。

上記のディプロマ・ポリシーを達成するために、受講生が日本国憲法の基礎的な知識を修得し、国の仕組みと人権のあり方への深い洞察を行うことができるようになることを目指す。
授業予定は「授業計画」に示した通りであるが、受講生の理解の程度やテーマの重要性との関係から、変更される場合がある。

学修内容 到達目標

① 人権及び統治等の日本国憲法の基礎を理解する。
② 日本国憲法や身の回りの法に関わる出来事・課題につ
いて自ら考え、自分なりの意見を示す。
③ 法学的な物事の捉え方・考え方の基本を身につける。

① 日本国憲法の基礎として、人権及び統治の基本的事項
について説明できる。（ディプロマ・ポリシー②、⑥）
② 社会に生じる様々な事象について、日本国憲法の知識
と関連させつつ問題点を指摘し、自身の考えを示すことが
できる。（ディプロマ・ポリシー②、④、⑥）
③ 法学的な基本用語を適切に使うことができる。（ディ
プロマ・ポリシー②、④、⑥）

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 率先して、日頃からルール（法）への理解を深めるよう、身の回りの情報を意識すること
ができる。

働きかけ力

実行力 身近な法（ルール）について、自身の日常生活で実践できる。

考え抜
く力

課題発見力 身の回りの場面で、具体的にひそむ問題・課題を発見することができる。

計画力

創造力 課題・問題のよりよい解決法が他にある場合、それに気づくことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

与えられた課題やテーマにつき、自身の考え方を組み立て示すことができる。

授業内容や他の学生とのやり取りに対し真摯に耳を傾け、その場や授業後の協働につなげ
ることができる。

遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

・テキスト（必ず入手）：三枝有=鈴木晃=漆畑貴久著『ローディバイス法学入門（第3版）』法律文化社（2025年）
2500円（税別）（2025年2月刊行予定）
・参考文献：適宜紹介する。
なお、事前にレジュメ（プリント資料）を配布する。

他科目との関連、資格との関連

資格との関連：保育士、幼稚園教諭二種　（准学校心理士）

学修上の助言 受講生とのルール

新聞などのニュースに積極的に目を向け、人権や国家のあ
り方等について意識していくことが望ましい。

・授業並びに他の受講生の学修を妨げることをしない（受講態度が劣悪と判断した受講生に対し
ては、退席・出席停止等の措置をとる）。
・授業内での担当による発問に対して解答してくれた受講生については、能動的学修態度として
最終評価に加点する。
・授業内容に関する質問は、授業前後の担当者が対応可能な時間帯に適宜受け付けるが、Google
classroom等でも受け付ける（ICTの活用）。なお、質問内容とその解答は、適宜、授業内で
フィードバックする。

2026年度 愛知学泉短期大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

授業で学修した内容につき、レポート、リアクションペー
パー、及び社会人基礎力（学修態度）を総合的に判断し
て、90%相当の理解を確認できた場合S（秀）と、そして
80％相当の理解を確認できた場合をA（優）と評価する。
90%相当とは、(1)憲法の基礎的知識について修得している
と認められる（用語や論点）説明ができていること、(2)
その知識に基づいて社会に生じる諸問題について憲法の観
点から問題点を指摘し、解決のための方策のあり方につい
て考察し、そしてその問題に対して自分なりの意見を正確
な言葉遣いを用いて説得力をもって表明できていると評価
できる場合をいう。A（優）は、上記（1）または（2）の
いずれかがまだ十分とはいえないが、憲法に関する知識を
用いて問題点を指摘し、解決のための方策について考察
し、そして自身の意見を正確な言葉遣いを用いて表明でき
ていると評価できる場合をいう。

授業で学修した内容につき、レポート、リアクションペー
パー、及び社会人基礎力（学修態度）を総合的に判断し
て、（1）憲法に関する基本的な内容について説明するこ
とができ、（2）社会に生じる諸問題について、その知識
に基づいて、説明して自身の意見を的確に明示することが
できる場合、B（良）に達したものと判定する。
上記(1)と(2)につき、試験の内容等を全体的に考慮し、平
常の学習内容の取組みをしていたものと確認できる場合、
C（可）と判定する。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

50

・授業終了前にテーマを提示するので、受講生はリアクションペーパーを作成し、次回授業の際に提出する。

①提示されたテーマを適切に把握して、授業で学修した内容に対する理解に基づいて、適切に解答できている。
②学修内容に基づいて、私見の提示を含む記述がなされている。
③用語を適切に使用している。

以上①～③の観点について、適切に理解・説明できているものをA評価、ほぼ理解・説明できているものをB評
価、ある程度理解できているとみなされるものをC評価とする。

pisa型学力評価
・獲得：授業で学修した内容について正確な知識を獲得している（40％）
・活用：社会に生起する事象を授業で獲得した知識・観点から考察している（30％）
・解決：根拠のある説得力を持った私見を提示している（30％）

② ✓

③ ✓小テスト

① ✓

40

授業における学修に基づいて受講生が自らテーマを設定し、教科書、配布資料、あるいはその他の資料を検討してレポート
を作成して提出する。レポート評価においては、以下の①～③の観点を重視する。

①憲法に関する基本的知識について正確に記述されている。
②憲法に関する知識に基づいて、テーマの設定、テーマに対する学修、及び其の学習を通しての私見の提示がなされてい
る。
③学修した用語を適切に使用している。

以上①～③の観点について、適切に理解・説明できているものをA評価、ほぼ理解・説明できているものをB評価、ある程度
理解できているとみなされるものをC評価とする。

pisa型学力評価
・獲得：授業で学修した内容について正確な知識を獲得している（40％）
・活用：社会に生起する事象を授業で獲得した知識・観点から考察している（30％）
・解決：根拠のある説得力を持った私見を提示している（30％）

② ✓

③ ✓レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

授業における学修態度、上記レポート、及びリアクションペーパーの作成の各
取組み姿勢において、以下の点を考慮する。
①社会に生じる諸問題について憲法の観点から関心を向け、憲法の知識を用い
て対応しようとする意思に基づいて行動できる。（主体性、実行力）
②社会に生じる諸問題を憲法の観点から考察できる。（課題発見力、創造力）
③正確な言葉遣いを通して、自身の考えを発信するとともに、他者の意見に真
摯に聞くことができる。（発信力、傾聴力）
④遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行す
るようルールを守ることができる。（規律性）

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



授業で学修した内容につき、レポート、リアクションペー
パー、及び社会人基礎力（学修態度）を総合的に判断し
て、（1）憲法に関する基本的な内容について説明するこ
とができ、（2）社会に生じる諸問題について、その知識
に基づいて、説明して自身の意見を的確に明示することが
できる場合、B（良）に達したものと判定する。
上記(1)と(2)につき、試験の内容等を全体的に考慮し、平
常の学習内容の取組みをしていたものと確認できる場合、
C（可）と判定する。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
（授業方法、評価方法
等の説明）
・法と社会に関する基
本的な知識について

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。

・科目の概要、今後の
授業の進め方、学修の
ポイント等を把握して
いる。
・交通事故の場合を例
として、社会において
法律が機能する場面の
概要を把握している。

（予習）シラバスの内
容を確認する。
（復習）教科書、レ
ジュメ、及び条文を再
読して学修した内容に
ついて復習し、リアク
ションペーパーを作成
する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

・憲法の基本構造を知
る
・憲法の成り立ちとそ
の考え方について
・憲法の基本原理
※教科書34－36頁、36
－40頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

憲法の基本構造、及び
憲法の基本原理につい
て説明できる。

（予習）教科書34－36頁、並び
に36－40頁、及び事前に配布し
たレジュメを通読して自分なり
の疑問点を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が解
消できたか改めて確認する。教
科書34－36頁並びに36－40頁、
レジュメ、及び条文を再読して
学修内容について復習し、リア
クションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

・平和主義
・象徴天皇制
※教科書40－42頁、42
－45頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

平和主義に関する憲法
の条文について説明で
きる。象徴天皇制にお
ける天皇の地位・権能
について説明できる。

（予習）教科40－42頁、並び
に42－45頁、及び事前に配布
したレジュメを通読して自分
なりの疑問点を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書40－42頁並びに42
－45頁、レジュメ、及び条文
を再読して学修内容について
復習し、リアクションペー
パーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

人権総論
・人権とは何か
・人権の享有主体
・人権の限界（公共の
福祉）
※教科書46－49頁、49
－52頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

「人権」や「公共の福
祉」という言葉の意味
について説明できる。

（予習）教科書46－49頁並び
に49－52頁、及び事前に配布
したレジュメを通読して自分
なりの疑問点を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書46－49頁、並びに
49－52頁、レジュメ、及び条
文を再読して学修内容につい
て復習し、リアクションペー
パーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

包括的人権
・包括的人権とは
・平等権と尊属殺違憲
判決
※教科書53－55頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

「宴の後事件」、及び
「尊属殺違憲判決事
件」を参考に、憲法13
条及び14条がなぜ重要
といえるかを自分なり
に説明できる。

（予習）教科書53－55頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書53－55頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

自由権（精神的自由）
・精神的自由とは
・思想・良心の自由
・謝罪広告の強制や君
が代拒否教員に対する
懲戒が可能な理由
※教科書55－59頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

精神的自由に分類され
る人権について説明で
きるとともに、配布資
料に提示された「君が
代拒否教員に対して懲
戒処分がなされた事
例」の概要を通読し
て、自分なりの意見・
考えを明示できる。

（予習）教科書55－59頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書55－59頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

自由権（精神的自由）
・信教の自由
・政教分離の意味
※教科書59－62頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

「信教の自由」並びに
「政教分離」という言
葉の意味を説明でき
る。

（予習）教科書59－62頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書59－62頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

自由権（精神的自由）
・表現の自由が意味す
ること
・学問の自由と大学の
自治
※教科書62－68頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

「表現の自由」がなぜ
重要なのかを説明でき
る。「学問の自由」に
よって保障される自由
の種類・内容を説明で
きる。

（予習）教科書62－67頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書62－68頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

自由権（経済的自由）
・財産権
・職業選択の自由
※教科書68－71頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

特定の職業に就くにあ
たり国家からの制限
（営業許可や資格取
得）がなされるのかを
「職業選択の自由」と
の関係で説明できる。

（予習）教科書68－71頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書68－71頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

社会権
・生存権
・教育に関する権利
・勤労権・労働基本権
※教科書71－80頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

生存権、教育に関する
権利、勤労権・労働基
本権の内容について説
明できる。

（予習）教科書71－80頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書71－80頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

統治機構
・権力分立
・国会（国会の地位、
組織、並びに活動）
※教科書81－87頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

日本国憲法が採用する
権力分立の態様につい
て説明できる。国会を
「国権の最高機関」と
する意味を説明でき
る。

（予習）教科書81－87頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書81－87頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

統治機構
・内閣
・議院内閣制
※教科書87－89頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

内閣が統括する行政の
意味、並びに議院内閣
制の意味を説明でき
る。

（予習）教科書87－89頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書87－89頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

地方自治
・地方自治の意味
・地方自治のあり方
※教科書90－92頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

「地方自治の本旨」に
は何が含まれるのかを
説明できる。

（予習）教科書90－92頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書90－92頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

統治機構
・裁判所
・司法権の独立
・法令審査権
※教科書92－101頁

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

司法権の独立、並びに
法令審査権という言葉
の意味を説明できる。

（予習）教科書92－101頁、並
びに事前に配布したレジュメ
を通読して自分なりの疑問点
を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点が
解消できたか改めて確認す
る。教科書92－101頁、レジュ
メ、及び条文を再読して学修
内容について復習し、リアク
ションペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

憲法改正
・憲法改正の手続・方
法について把握する
授業のまとめ
・授業のまとめを行う

講義
適宜、教員が受講生に
発問して解答を求める
対話方式の授業を行
う。
リアクションペーパー
等をもとに必要に応じ
てフィードバックを行
う。

憲法改正の方法につい
て憲法の条文をもとに
説明できる
これまでの全体を振り
返り、学習内容を整理
できている。

（予習）事前に配布したレ
ジュメを通読して自分なり
の疑問点を持っておく。
（復習）自分なりの疑問点
が解消できたか改めて確認
する。レジュメ、及び条文
を再読して学修内容につい
て復習し、リアクション
ペーパーを作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


